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ミサイル防衛システム（ＭＤ）は必要なのか？
総予算１兆円、すでに７千300億円投入！

№１２５４
２００９年 ４月７日

ＪＲ東海労働組合

北朝鮮は、国際的な自制の声を聞き入れず、ついに「ミサイ
ル」発射を強行しました。日本のマスコミは、テレビ・新聞な
どで、あの湾岸戦争で一躍脚光を浴びた、パトリオット（ＰＡ
Ｃ３）、そしてイージス艦を毎日のように映し出しました。ま
るで戦時体制の様相です。2003年12月、小泉内閣がＭＤシステ
ムの本格導入を閣議決定して以降、初めての「実戦」出動とな
りました。

ところで、莫大な国家予算をつぎ込んだシステムですが、移
動に手こずり、挙げ句に誤報など危機管理体制の弱さを露呈す
る結果となりました。振り回された国民・自治体は、たまった
ものではありません。既にＭＤシステム開発国・米国などでは
莫大な予算が必要なことから、疑問視する声もあがっています。

軍事費に莫大な予算をつぎ込み、一方で派遣切り・雇い止め、
巷に溢れる失業者！これでよいのでしょうか？


